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令和 5 年（ワ）第  号 国家賠償等請求事件 

原 告  Ａ 外 1 名 

被 告  国 外 2 名 

 

文書提出命令申立書 

 

令和 5 年 9 月 20 日 

 

東京地方裁判所 民事部 御中 

 

               原告ら訴訟代理人 

 

                弁護士   南   出   喜 久 治 

 

 

            （主任）弁護士   木   原   功 仁 哉 

 

 

 一 文書の表示 

 

  （調査対象者の特定） 

     氏名     Ａ 

     生年月日   昭和●●年●月●日 

     住所     神奈川県●●市●● 

 

  １ 上記の者（以下「原告Ａ」といふ。）が令和 3 年 9 月 23 日に●●市の設

置した新型コロナウイルスの感染予防ワクチンの集団接種を受けたことにつ

いて、接種日時の特定、接種会場の特定、接種の申込書及び接種の予約を示

す文書、接種したワクチンの種類、接種回数、接種時の問診を行つた医師の

特定（氏名、医師免許の有無）、接種をした担当者の特定（氏名、医師免許

の有無）、問診をしたとする具体的内容（問診票その他の聴取記録）、接種

後に原告Ａが接種会場で待機してゐた時間帯の特定、その間の状況を示す記

録、退出時刻の特定など、これらを記録した文書、図画及び電磁的記録（フ

ロッピーディスク、録音テープ、磁気ディスク等に記録された電子情報）の

すべて 

 

  ２ 原告Ａが予防接種法に基づく健康被害救済制度の申請を行ふに関し、●●

市●●部●●課●●係又はこれに類する部署の担当者とのやり取りを記録し

た文書、図画及び電磁的記録（フロッピーディスク、録音テープ、磁気ディ

スク等に記録された電子情報）のすべて 
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 二 文書の所持者 

 

   〒       神奈川県●●市●● 

           ●●市（●●部●●課●●係） 

 

 三 文書提出義務 

   民事訴訟法第 220 条第 2 号ないし第 4号 

 

 四 証すべき事実 

   原告Ａの後遺症状の存在及び内容、その他原告らの主張事実のすべて 

 

以 上 


